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広島大 ･理 八 幡 英 雄
二つの同軸円筒間 (内径 Rl,外径R2) に流体を入れ,内側の円筒を角速度fllで回
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ここで, uo, uz,p/p の 同 様 な 展 開 の 係 数を vzamJ,Wlami, Hlami(α-C,S)とすると,
pzmj-〔uzami,Vzmi,Wzmj,Hzami]Tは次の固有値方程式の解として求まるoα α α
LTmpzamj- 2^amiMpzami,
























方程式 (1)- (4)に (5)の展開を代入し,さらに (6)の共醜方程式の解を用いると,
次の形のモ- ド結合方程式を得る｡
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ここで結合係数を計算するため,中間状態として必要な higher-lyingstates はp-0,2
に対 してm-0,1,2;β-1,3に対 してm-0,1,2,3であり, さらに実際の計算
には j-1-8をとったo (10),(ll)で ∂1-0として実数部分をとると,定常振幅
をきめる方捉式をうる｡ 波状渦流の発生するβの値は,
∂ . ∂LVl2 - 2〔5.I- 9.'1X 2 - pl'llX4コ ∂Ivl2 (12)
の係数から定めることができる｡ 実験としてはβ を増 していったときの外円筒におけ
る平均偶力 Gの測定4)があるが,これは,
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のであるように思われる (削 2の振幅はx 2に比して非常に小さい )0
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京大理 蔵 本 由 紀
反応拡散方塩式
Ⅹ- 氏(Ⅹ)十 D▽ 2Ⅹ (1)
(ここにⅩは濃度ベクトル&-(Xl,x2,･･Xs),I)は対角行列 )の縮約法として,ひ
とつは reductiveperturbation法があるが,ここでは全 く別の方法を論 じ∴導出された
方程式に基いて､濃度パ ターンとの関係及び化学乱流発生の条件等を考察する｡
この方法は女-Rが安定なリミットサイクル振動の解をもっ場合に適用できる｡まず
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